
東陽中学校 学校評価　【教職員】 上期
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「八代スピリッツ」が守られ、基本的な学習態度が定着している。

三点固定運動（起床時間、家庭学習開始時間、就寝時間）が着実に定着している。

自ら計画を立てて学習できるように学習習慣形成を促している。

「分かった」「できた」という実感や達成感が生まれる授業を目指して、個に応じた指

導を行っている。（定着確認の徹底）

自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表するよ

う、子どもたちに支援している。

「わくわく」や「やってみよう」とつぶやく授業を目指して、子どもたちが自ら考え、

取り組む授業づくりを行っている。

指導力向上のための自己研鑽（研修会への参加､読書等）に努めている。

道徳的価値を深める道徳科の授業を行い、日常指導へつなぐ取組を行っている。

自他の人権を守るための実践行動につながる学級づくりや授業、教育活動を行ってい

る。

一人一人の困り感を把握し、教育的ニーズに応じた指導を行っている。

様々な体験学習（農業体験、福祉体験、職場体験、高校説明会等）が充実している。

地域貢献につながる活動に子どもたちは主体的に参加している。（小中合同運動会、伝

統文化学習、ボランティアガイド、募金活動等）

自発的・自治的な生徒会活動が充実している。

将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導を行っている。

感性を磨き、想像力を豊かにする読書活動が推進できている。

豊かなスポーツライフの実現に向けて、授業やスポーツ活動、部活動を行っている。

(「はばたけ、八代っ子」)

健康観察や健康診断等の結果を生かした保健指導ができている。

安全な生活を送るため、さまざまなリスク（日常、交通、災害、不審者等への対応）に

ついての知識や技能を身につけさせている。

食育の視点から、日常の給食指導等を通して食に関する知識や望ましい食習慣の定着を

図っている。

学校から積極的に情報発信を行っている。（各通信、学校ＨＰ等）

地域人材を授業等で積極的に活用し、地域とともにある学校づくりが進んでいる。

小中一貫・連携教育を着実に推進している。

いじめの未然防止・早期発見・早期解決に学校全体で取り組んでいる。

時間対効果を高めるために、仕事と余暇のメリハリを付けた働き方改革を心がけてい

る。

他の職員と情報を共有し、協働しながら課題解決に当たっている。

何でも話し合え、「報告・連絡・相談」しやすい職場環境である。

「自律・協働・貢献」する子どもたちを育てるため、主体的に校務分掌に取り組んでい

る。
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